
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8 年（2026 年）6 月 

宝塚市子どもの権利サポート委員会 

 

 

 

すや 
らく 



 

宝塚市子ども条例 

    子どもは一人ひとりがかけがえのない存在です。 

      宝塚市では、すべての子どもが健やかに育つ社会になるように、 

     宝塚市子ども条例を制定しています。 

 

        子ども条例の基本理念 第 3 条 

      子どもの育成は、子どもの自主性を尊重しながら子どもを導き、 

子ども自らが生きる力を育めること等子どもの最善の利益を考慮し、 

行わなければならない。  

     子どもの育成は、家庭、学校等、地域住民、事業主及び市が 

それぞれの役割に応じて取り組むとともに相互に連携し、及び 

協働して行わなければならない。 

 

      この基本理念に基づき、 

宝塚市子どもの権利サポート委員会を設置しています。 

 

   この冊子は宝塚市子どもの権利サポート委員会の 1 年間の活動を 

みなさまに知っていただくために作成しています。 

  

       左の二次元コードから過去の活動報告書もご覧いただけます。 
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（はじめに） 

子どもの権利で『いきる』『そだつ』『そだちあう』 

令和７年度宝塚市子どもの権利サポート委員会の活動報告にあたり、ごあいさつ申

し上げます。 

宝塚市では平成 19 年（2007 年）に「宝塚市子ども条例」が施行され、全市をあ

げて社会の一員である子どもが夢と希望を抱き、命を慈しみ、人を思いやる心を持ち、

健やかに成長するとともに、子どもを育むことが楽しくなるまちの実現を目指す施策が

進められています。その具体的な取組として、宝塚市子どもの権利サポート委員会は平

成 26 年（2014 年）に宝塚市子どもの権利サポート委員会条例に基づき設置された、

行政から独立した公的第三者機関です。本委員会では子どもたちの SOS を受け止め

ながら子どもの権利侵害がある際は救済し、ひいては子どもたちを支える方々とともに

子どもの笑顔を守るための活動を続けております。日頃より本委員会の活動に対して

深いご理解と多大なるご協力をいただき、心より厚く御礼申し上げます。 

さて、激動する社会情勢の中で、子どもたちを取り巻く環境は年々複雑化し、多様な

課題などが顕在化しています。その一例として、子どもの学校内・外におけるいじめ、不

登校や学校への行きづらさ、家庭では家族の関係性や生活状況、ヤングケアラーや児

童虐待といった家庭環境に根ざした問題やトラブルなどもあります。また、個々の子ども

の内面には不安や孤立・孤独感も多くあり、子どもたちが直面する困難さは多岐にわ

たっています。 

こうした中で、子どもたちが発する「助けて」「苦しい」という SOS の声のサインは、

必ずしも分かりやすい言葉として表わされるものだけではありません。時として子どもか

らの言葉による SOS で出てこないサイン（小さき声、声なき声）もあり、その中に子ども

が抱える深い苦悩が隠されていることも少なからずあると考えています。これらに対し

て子どもの権利サポート委員会では、サポート委員（福祉・司法・心理を専門とする）、

相談員、事務局が連携し、子どもたちからの直接の相談や子どもに関係する市民のみ

なさんからの相談、情報提供に基づいた活動を展開しています。私たちは寄せられた

一つひとつの声に耳を傾け、可能な限り子どもの想いに直接応答しながら子どもにと

っての最善の利益が叶うように支援を進めています。 

ここに挙げた子どもの想いに直接応答する際には、子ども自身が「自分の話を真剣

に聴いてもらえた」「自分には味方がいる」と実感できるように働きかけることを意識し

ながら子どもと関わり、子どもが安心して本音を語れる環境づくりに努めながら対話を

進めています。その上で子どもと子どもの権利サポート委員会との関係性を構築し、子

ども自身が自らの力で問題解決やこれからの人生を主体的に描いていくことができる

ようにすることを目指しています。 

もう１点、一人のサポート委員として感じていることは、子どもの権利サポート委員会

は子どもの悩み相談を受ける機関と受け止められていますが、子ども自身が「悩み」と

して確定させることが容易ではないということです。悩みとは、自らが困っていることを
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明らかにした上で確定させることができるものと捉えています。つまり不安や違和感、モ

ヤモヤなど、困っていると感じる前の段階があり、それが積み重なることや深刻化してし

まうことで「悩み」につながっていくのではないでしょうか。可能であるならば、悩み相

談の“悩み”に至る前までに、身近な方に子どもが話をすることができるようにすること

や、周囲が子どもの想いに気づき言葉をかけるなどのサポートがあれば、子どもは安

心することができるのではないでしょうか。 

子どもの権利サポート委員会に求められている一つの役割として、子どもたちや子

どもたちのご家族、学校関係者、地域住民を含めた市民の方などに対して、子どもの

権利について知らせていくことがあると感じています。この子どもの権利を広報する際

には「子どもには○○の権利がある」ということをお伝えする以上に、子どもに関係する

みなさんが、子どもが一人のかけがえのない存在であること、そうして子どもとどのよう

に向き合うことができるのかを一緒に考えることを大切にしています。そのように子ども

との向き合い方や関係性を強化することができるとすれば、上述した子どもが悩みに

至る前に子どもと一緒に考えることができるなど、子どもと伴走していく環境を築くこと

ができると考えます。別の角度から見ると、それが子どもの権利を基盤として、子どもと

おとなのそれぞれが『いきる』『そだつ』ことであり、そして双方に『そだちあう』ことので

きる社会を培うことができるのではないでしょうか。 

子どもは社会の「未来」そのものであると同時に、今この瞬間を生きる「現在」の主

役です。子どもの権利サポート委員会では子どもたちが自らの可能性を信じ、安心して

失敗し、のびのびと自分らしく生きていくことができることを目指すとともに、一人ひとり

の子どもが尊重されるまちづくりに向けて活動を進めてまいりたいと思います。 

これからも子どもの権利サポート委員会は公的第三者機関としての独立性を堅持し、

子どもたちの声を社会に届ける「代弁者」として、また、子どもたちの権利を守る「砦」

であり続けることができるよう、一層の努力を重ねてまいる所存です。 

みなさまにおかれましても今後とも子どもたちへの正しい認識と、子どもの権利につ

いてご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

宝塚市子どもの権利サポート委員会 

委員長  䭾田 祐一郎 
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第 1 章 相談活動状況   

 

1 相談件数推移（令和 5 年度～令和 7 年度） 

（1）月別相談件数（新規・延べ） 

 子どもの権利サポート委員会設置から、さまざまな周知方法で子どもたちに

知ってもらう機会を設け、継続的に周知に取り組んできました。直近 3 ヶ年の

月別相談件数は以下のとおりです。 
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（2）相談対象者数（新規） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）相談内容（新規） 
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【参考】 

年度 

相談件数（件） 

備考 
新規 延べ 

前年度か 

らの継続 

平成 26（2014）年度 27 122 - 11 月～ 

平成 27（2015）年度 74 386 4   

平成 28（2016）年度 62 386 17   

平成 29（2017）年度 97 547 15   

平成 30（2018）年度 83 663 16   

令和元（2019）年度 65 292 12   

令和 2（2020）年度 55 344 9   

令和 3（2021）年度 54 294 7   

令和 4（2022）年度 46 270 5   

令和 5（2023）年度 52 161 8   

令和 6（2024）年度 68 261 7   

令和 7（2025）年度 56 199 9   
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2 相談状況 

（1）月別相談件数 

 月別相談件数は、新規相談が 5 月に 10 件（18％）、次いで、２月に 8 件

（14％）、7 月に 7 件（13％）でした。 

昨年度からの継続案件が 9 件ありました。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※新規：初回相談       

※延べ：初回相談・継続相談にかかわらず、相談を受けた回数  

※1 案件で初回相談を含む 3 回の相談があった場合、新規を１回、延べを 3 回と数

えます。 

 

（2）新規相談後の経過 

 新規相談として受けた相談の経過状況です。 

 新規相談後、初回で終わる相談が 56 件中 46 件と 82.1％を占めています。 
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（３）新規相談の相談方法別内訳 

 新規相談 56 件のうち、子どもからの相談が 35 件（62.5％）あり、そのう

ち、相談方法では電話が最も多く 20 件、次いで、手紙が 9 件、来所が 5 件で

した。お手紙フォームをリニューアルし配布したことから、手紙での相談が増え

ています。 

保護者からの相談は 14 件であり、全て電話によるものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子どもと保護者が一緒に来所した場合は、子どもの新規相談の来所としています。  

 

（４）新規相談対象者の校種及び男女等別内訳 

 新規相談対象者は、小学生（低学年）が 15 人（26.8％）、次いで、小学生

（高学年）と中学生が各１2 人（21.4％）、高校生が 5 人（8.9％）でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小学校低学年は小学 1～3 年生。小学校高学年は小学 4～6 年生。 
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（5）新規相談者が子どもの場合の校種及び男女等別内訳 

子どもからの新規相談 35 件のうち、小学生（低学年）からの相談が最も多く

11 件、次いで、小学生（高学年）が８件、中学生 7 件でした。 

男女別でみると、女の子からの相談が多い傾向でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小学校低学年は小学 1～3 年生。小学校高学年は小学 4～6 年生。 
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（6）相談内容の内訳 

 新規相談 56 件のうち、相談内容では交友関係の悩みが最も多く 16 件、次

いで、家族関係の悩みが１０件、心身の悩みが 8 件、いじめと子育ての悩みが

各 4 件でした。 

延べ相談 199 件のうち、いじめが最も多く 75 件、次いで、交友関係の悩み

が２４件、教職員等の指導上の問題が１７件、家族関係の悩みが１６件、学校・

保育所等の対応の問題が１４件でした。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※新規は、新規相談時の主訴相談内容で分類しています。 

※延べ合計は、相談が継続した際の主訴で分類しているため、新規相談時と異なる相

談内容が追加される場合があります。 

※その他は無言電話などの分類できない内容です。 
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3 相談の所要時間等 

（1）電話相談の所要時間別内訳 

 電話相談 144 件のうち、30 分以下の電話相談が 123 件（85％）、次いで、

60 分以下が 14 件（10％）でした。60 分を超える相談は 7 件（5％）でし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）面談の所要時間別内訳 

 面談対応 39 件のうち、60 分以下の面談相談が 18 件（46％）、次いで、

90 分以下が 10 件（26％）、３０分以下が８件（20％）でした。 
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（3）相談を受付した曜日 

 新規相談 56 件のうち、水曜日が 14 件、次いで、月曜日が１２件、火曜日が

１１件でした。延べ相談 199 件のうち、月曜日が 50 件、次いで、金曜日が 41

件、火曜日が 32 件でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）相談を受付した時間帯 

 新規相談 56 件のうち、15 時台が 11 件、次いで、13 時台と 16 時台、時

間外が各 9 件でした。延べ相談 199 件のうち、13 時台が 33 件、次いで、16

時台が 31 件、15 時台が 28 件でした。手紙による相談は時間外に含めていま

す。  
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4 新規相談のきっかけ 

新規相談 56 件のうち、相談に至ったきっかけは、おたよりが最も多く 17

件、次いで、インターネットが１２件、リーフレットが１０件、ダイヤルカード

が 7 件でした。学期ごとに発行するおたよりやダイヤルカード、リーフレット

などの市内小中高等学校の児童・生徒への配布について、関係者にご協力をいた

だいたことが相談のきっかけにつながっています。 

また、ホームページなど SNS での啓発をきっかけとした相談が増加傾向にあ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ダイヤルカード、リーフレットは、市内の公私立小学校・中学校・高等学校を通じ

配布しました。 

※啓発グッズ（小 1・小 3 クリアファイル、小 6・中 3 赤ボールペン）は、市内の

公私立小学校・中学校を通じ配布しました。 

※おたより（子どもの権利サポート委員会だより）は、ダイヤルカード、リーフレッ

ト、啓発グッズとともに配布しました。 

※啓発時期等は、第２章 1 広報・啓発活動一覧に掲載 
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5 委員による活動状況 

（1）子どもの権利サポート委員会会議及びケース協議 

ア 開催回数                             

（単位：回） 

 

 

 

 

 

 

 

※1 委員会会議（条例に定められた会議） 
  子どもの権利サポート委員会委員長が議長として会議を進め、子どもの権利サ

ポート委員会の制度のことや、サポート委員会で決定する事項等を話し合います。 
※2 ケース協議  

それぞれの事案（ケース）の担当委員や、相談員からの相談内容の報告を受けて、
それぞれの事案について協議を行います。 

 

イ 委員会会議議題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
委員会会議
※1

2 1 2 2 2 1 2 2 1 2 1 2 20

ケース協議
※2

2 1 2 2 2 1 2 2 1 2 1 2 20

日　程 議　　題

令和７年

4月11日

4月25日

 （１）活動報告会のテーマについて
 （２）活動報告書の内容について

（３）おたよりの内容確認等について

（４）市長報告会について

（５）6月以降のケース会議の日程について

5月30日

（1）活動報告書の内容について

（2）活動報告会について

（3）出前講座について

6月9日

（1）活動報告会について

（2）市長報告会について

（3）出前講座について

6月23日

（1）市長報告会について

（2）活動報告会について

（3）出前講座について

7月11日

（1）マスコットキャラクターについて

（2）出前講座について

（3）活動報告会について

（4）おたよりについて

7月24日

（1）マスコットキャラクターについて

（2）出前講座について

（3）活動報告会について

 （１）新年度事務局職員の挨拶及び委員自己紹介
 （２）活動報告会について
 （３）市長報告会日程について（6月予定）
 （４）活動報告書の作成締め日の設定について
 （５）出前講座依頼の日程調整について（依頼元：子ども家庭支援センター）
 （６）5月以降のケース会議の日程について
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8月9日
（1）活動報告会の振り返り

（2）出前講座について

8月26日 （1）活動報告会実施報告

9月19日
（1）啓発物について

（2）イベントでの啓発について

10月3日
（1）モニタリングについて

（2）要保護児童対策地域協議会の出席について

10月24日

（1）モニタリングについて

（2）市長メッセージについて

（3）リーフレット・ダイヤルカードについて

（4）お手紙フォームについて

11月7日

（1）モニタリングについて

（2）市長メッセージについて

（3）リーフレット・ダイヤルカードについて

（4）お手紙フォームについて

11月28日
（1）モニタリングについて

（2）1月のおたよりについて

12月23日
（1）活動報告会について

（2）３月以降の会議日程について

令和８年

1月13日

1月23日

（1）活動報告会について

（2）公共施設における啓発について

（3）夏季パワーアップ研修の日程調整について

2月24日

（1）自治体シンポジウムの共有について

（2）モニタリングでの質問事項に対する回答について

（3）活動報告会について

（4）夏季パワーアップ研修について

（5）市長報告会の日程調整について

（6）おたより配布における担任へのメッセージについて

3月6日

（1）活動報告会について

（2）活動報告書の作成について

（3）次年度年間計画（案）について

3月17日

（1）活動報告会について

（2）活動報告書の作成について

（3）次年度年間計画（案）について

（4）おたより配布における学校へのお願いについて

（1）モニタリングの結果について

（2）活動報告会について
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（2）活動回数と所要時間 

子どもの権利サポート委員会の委員として実施した、ケース協議や相談者と

の面談、関係機関との調整等の活動回数と所要時間です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子どもの権利サポート委員会委員が活動したものです。 

・関係機関との調整は、相談者との面談などを経て、学校等に出向くなどの調整活

動（代弁等）を委員が実施したものです。 

 ・会議・啓発・視察等は、相談があったケースの検討や委員会会議、啓発を目的と

した講演会を委員が実施したもの、外部講師による研修などを委員が受講したもの

です。 
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（3）関係機関への調査・調整活動 

ア 申立て受付件数 

   1 件 

イ 発意による調査件数 

   ０件 

ウ 調査件数 

   0 件 

エ 勧告・要請、意見表明件数 

   ０件 

オ 公表件数 

   ０件 

 カ 調整活動（関係機関への働きかけなどを行ったもの） 

   4 案件（案件順） 

   ・中学 1 年生（関係機関へのモニタリング） 

・中学 3 年生 

・小学 6 年生 

   ・小学 5 年生 

 

【参考】申立て、調査、勧告・要請・意見表明の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年度 区分 内容 対応等

申立て

調査

H29（2017） 申立て

H30（2018） 調査

R元（2019） 調査

申立て

調査

意見表明

R7 （2025） 申立て 学校・教職員との関係

対応改善の促し
R5、R6モニタリング

H27（2015）

R4  (2022）

教員等の指導上の問題

教員等の指導上の問題

児童・生徒に対する不適切指導
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6 相談事例 

※プライバシー保護のため、一部変更しています。  

 

◆相談者と学校との調整をサポート委員が行ったケース 
 

【相談者】 A さん（本人・中学 3 年生）  

 

【事例の概要】 

相談者 A さんより電話にて、学校内における友人との交友関係に起因する精

神的不安と、苦悩について相談が寄せられた。 

同じクラスの生徒数名とのやりとりの中で、嫌がらせを受けて心に負担を感

じている。「やめてほしい」という気持ちはあるものの、今のクラスの雰囲気で

は、なかなか言い出せず、毎日不安を感じながら登校している。クラス全体にま

とまりがなく、落ち着かない雰囲気にも戸惑いを感じている。担任の先生に対し

ても「忙しそう」「話しにくい」などの理由から頼ることができず、どうすれば

いいか分からず困っているという、心細い胸の内を話してくれた。 

近くに味方になってくれそうな人がいるか確認したところ、2 人ほど仲の良

い友達がいることを教えてくれた。A さんより「友達と一緒に、どうすればいい

か考えてまた電話したい」という思いが伝えられ、少し落ち着かれた様子が見ら

れたため、一旦電話を切り相談を終えた。 

後日、A さんより「やはり不安な気持ちが大きく、もう一度ゆっくり話を聞い

てほしい」と入電。担任への相談が難しいという背景も踏まえ、A さんの安心感

を確保しつつ、より詳しい状況把握を行うため、たかラッコクラブへの来室を提

案、面談を案内することとなった。 

 

① 初回面談 

A さんと母親が、たかラッコクラブに来室。委員・相談員と面談をし、子ども

の権利サポート委員会の制度説明を行った。その後、A さん本人と、母それぞれ

の話を伺う時間を設け、思いを聞き取った。誰に何をされたのか、何が嫌だった

のか等「学校でのしんどさ」を、混乱しがちな A さんの心の中を丁寧に整理し

つつ、面談を進めた。その中で、サポート委員会に介入してほしいことや嫌がら

せをやめるよう言ってほしいというＡさんの希望を聞くことができた。 

母親からもサポート委員会の介入と、「これ以上事態が悪化して、本人が更に

傷つくようなことは避けたい。事態のエスカレートを回避したい」という切実な

思いを伺った。 

委員会で協議した結果、サポート委員が学校へ出向き、経緯の聞き取りを行う

と同時に、今後の A さんへの対応について見解を聞くこととした。 
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② 学校訪問による聞き取りと、事実確認 

学校訪問では、事実確認を行い、A さんの思いを伝えた。学校からの聞き取り

を通して、学年全体に落ち着きがないことや、担任との関係がうまく築けていな

い状況を確認した。一方で、A さんが友だちとの距離感に難しさを抱えている

ことや、社会性の面で課題があるという背景も共有された。 

今後の対応を検討するにあたり、「A さんが相談しやすい教員を中心にしてチ

ームで関わり、丁寧に話を聞き、安心して学校生活を送れるよう支援したい」と

いう学校の意向を尊重した。 

 

③ その後の経過：見守り体制の維持 

学校側が A さんの思いを真摯に受け止め、これからどのように過ごしやすく

していくかを真剣に考えていること、今後の対応について検討したことを A さ

んと母へ伝えた。「自分は一人ではない」という安心感を持ってもらえるよう具

体的な検討が始まっていることを共有し、心の安定を図った。学校には、A さん

が無理なく登校できているか、学校での生活環境が良い方向に向かっているか

等について確認を行った。同時に、A さんにも継続して連絡を取り、サポート委

員会内でも協議を重ね、A さんの意思や意向に配慮しつつ、可能な範囲で見守

りを続けた。A さんが少しずつでも安心して学校生活を送れるよう、慎重に状

況を把握しながら寄り添いを続けた。 

学校の協力もあり、A さんへの嫌がらせは少しずつ減少し、安心して学校へ

通えるようなった。そして 3 月には無事卒業を迎えることができた。 

 

④ 事例を振り返って 

今回、A さんは対人関係における情緒的な距離感の調整や、集団生活におけ

る社会性の面で課題を抱えていた。そのため、背景にある思いや希望を丁寧に聞

き取り、寄り添うよう心掛けた。そして、解決するには何が必要であるかといっ

た視点を大切にした。一方的にこちらから話を進めるのではなく、A さんと一

緒に考える姿勢を持ち続けたからこそ、抱えていた課題を乗り越え、無事に卒業

という日を迎えられたのではないかと思う。また、学校も同様の姿勢で A さん

と向き合ってくれたからこそ、解決につながったと考えている。子どもが安全・

安心な学校生活を送るには学校の協力が必要不可欠である。 

A さんや保護者と連絡を取り合う中で、何度も感謝の言葉が伝えられた。そ

の様子から、安心して思いを表現できる環境が整いつつあることを感じるとと

もに、相談員としての達成感を得ることができた。 
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※プライバシー保護のため、一部変更しています 

事例① 心身の悩み 

一人でいると勝手に涙があふれてくることがあり心の不調を感じているが、どうすれ

ばいいか分からず困っているという相談です。まず丁寧に話を聞き取り、周囲の状況を

一緒に整理しました。そして、気軽に心身のサポートを受けられるよう環境を整えるこ

とが大切であると考え、保健室の先生に相談することを提案した事例です。 

相談者（年齢または学年）   Ｂさん（本人・小学 6 年生） 

相談方法           電話 

 

相談及び調整の概要 

【相談内容】 

最近、勝手に涙が出る、眠れないなどの症状がある。学校に行きたくない、楽しくない

と思うこともある。ひどい時は、家族が死ぬ夢や車を運転して事故を起こす夢を見る。今

の状態に恐怖を感じているが、どうするべきか分からず困っている。父親に相談しても理

解されず辛い。 

 

【たかラッコクラブの対応と経過】 

市内に配布しているおたよりを見て電話をくれました。相談者の話を丁寧に聞き取り、

今の状況を一緒に整理していきました。その中で、心に不調が現れるきっかけとなるよう

な出来事を聞くこともできました。 

父親に相談したものの、十分に理解されなかったということから、家庭内だけでは解決

が難しいと考え、学校へ焦点を移すよう促しました。すると、学校で抱えている思いも教

えてくれました。担任との関係性から、自分に関わっている先生には相談しにくいと感じ

ていた相談者。たかラッコクラブから相談者に対し、保健室の先生に相談してみてはどう

かと提案したところ、相談できそうと返事がありました。また、一緒に伝え方を考えるこ

ともできると案内しましたが、「自分で考えてみます」という相談者の思いを尊重しまし

た。相談者の心が少しでも軽くなるようサポートできたらうれしいことを伝えると、相談

者より感謝とまた電話する旨が伝えられました。 

 

 

事例をふりかえって 

まず大切なのは、相談者が一人で抱えていた孤独や心の不調をきちんと理解し、受け入れ

ることだと感じました。その上で、どんな方法が適切かを一緒に考え、気軽に心身のサポー

トを受けられる環境を提案できたことは、相談者にとって前向きな一歩になったのではな

いかと思います。 

心のケアは一人で抱え込むのではなく、周囲と協力して改善していくものだと強く感じ

ます。この事例を通して、心の不調を感じたときには、その感情に向き合い、今後について

一緒に考えることが大切であると改めて実感しました。 
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※プライバシー保護のため、一部変更しています 

事例② 交友関係の悩み 

集団登校の際、ルールを守らずに騒いでいる人がいる。注意しても聞いてくれなくて

どうしたらいいか分からないという相談です。相談者本人の気持ちを大切にしながら、

みんなで仲良く登校時間を過ごせるよう工夫する必要があると助言し、一緒に解決策を

考えた事例です。 

相談者（年齢または学年）   C さん（本人・小学 5 年生) 

相談方法           来所面談 

 

相談及び調整の概要 

【相談内容】 

1～6 年生までのみんなで集団登校している。班長を抜かして列を乱したり、登校途中

で遊んでしまって学校に遅刻しそうになるなど問題行動が目立ってきている。自分や班

長が注意をしてもなかなか聞いてくれなくて困っている。特に低学年の子は、きつく言う

と泣いてしまうため自分が悪いことをしている気になってしまう。 

みんなで仲良く登校するにはどうすればいいだろうか。 

 

【たかラッコクラブから】 

まずは、たかラッコクラブまで来てくれたことに感謝を伝えました。そして、登校時の

状況について話を聞き、どのような場面で困りごとが生じているのかを一緒に整理しま

した。これまでみんなに対して注意をするなど、自分なりに状況を良くしようと行動した

ことを受け止め、その頑張りをねぎらいました。 

注意をしても伝わりにくいのであれば、別の関わり方があるかもしれないと助言する

と、本人から「ゲーム…しりとりをしながら登校したら楽しいかも」と提案がありまし

た。その発想をきっかけに、みんなで登校しているという雰囲気を登校班に作れるよう班

長と考えてみるということとなりました。とてもいい案であることと、また結果を教えて

ほしい旨を伝え、面談を終えました。 

 

 

事例をふりかえって 

本事例では、相談者が登校時の困りごとについて真剣に向き合い、自分なりに解決しよう

としている姿勢が見られました。相談員として話を聞いているうちに、相談者自身の考えや

気持ちが少しずつ言葉になっていったように感じました。また、注意する以外の方法を一緒

に考える中で、相談者から前向きな提案があり、子どもの発想をきっかけに解決策を見つけ

ることが出来ました。 

子どもの主体性を大切にしながら、関わっていくことの重要性を実感しました。 
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※プライバシー保護のため、一部変更しています 

事例③ 

学校で仲間外れにされて辛いという相談です。 

相談者（年齢または学年）   D さん（本人・小学 4 年生）  

相談方法           手紙相談 

 

相談及び調整の概要 

【相談内容】 

 「学校でなかまはずれにされていて、とてもつらいです。学校に行くのがいやになって

います。」と短い文章ですが、手紙が届きました。 

 

【たかラッコクラブの対応と経過】 

相談者の心に寄り添う、温かい表現を心がけて手紙の返事を書きました。 

「これまでは普通に接していたのに急に距離を感じるようになったのかな、それとも

何か心当たりのあるきっかけがあったのかな？どんな小さなことでも○○さんが輪の中

から外されていると感じるのは胸が締め付けられるほど、悲しいことですよね。そんな

時、たった一人で痛みを抱え込む必要はありません。もしよかったら、もう少し詳しくお

話を聴かせてもらえませんか？○○さんの心が少しでも軽くなる道を一緒に探していき

たいと思っています」と書いて、電話より手紙のやりとりを希望されることも踏まえ、相

談者が答えやすいように、こちらから③つの質問を添えて、返信しました。 

後日、相談者から入電がありました。手紙を通じて「自分の気持ちを整理し、サポート

委員会に発信すること」が大きな転機となり、勇気をもって担任の先生に相談した結果、

学校側による適切な配慮・介入が行われ、仲間外れの状態が解消へと向かったことを教え

てくれました。 

 

 

事例をふりかえって 

相談者が短い文章であっても「手紙」という形で自分の気持ちを文章にしたことは相談者

の気持ちや思いに大きな意味があったと思われます。不安や悲しみを文章に置き換えるプ

ロセスによって、問題を自分と切り離し、置かれている状況を見つめ直し、感情の整理がで

きたのかもしれません。そしてとても素晴らしいのは相談者自身が、「手紙を書く」「先生に

お話する」といったアクションを自分で起こした点です。相談員としても、３つの質問を投

げかけることにより相談者の「どうしたらいいか分からない」という不安の解消をお手伝い

しました。「自分の力で状況を変えることができた」という成功体験は今後、同じような問

題にぶつかった際の、大きな自信につながることと思います。 
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※プライバシー保護のため、一部変更しています 

事例④           

相談者は幼少期より母親の感情の起伏に合わせた身体的・精神的暴力にさらされてき

ました。中学受験の失敗を機に母親から人格を否定する心理的虐待が激しくなり、相談

者の疲弊が限界に達し、泣きながら子どもの権利サポート委員会に来室されました。 

相談者（年齢または学年）   E さん（本人・高校３年生） 

相談方法           来室相談 

 

相談及び調整の概要 

【相談内容】 

小学校時代は成績優秀でスポーツも万能で、母親にとっては「自慢の息子」として機能

することで、家庭内の均衡が保たれていました。中学受験の失敗を機に成績が伸び悩むと

母親から人格を否定する暴言が激しくなりました。この過度なストレスから不登校を経

験し、さらに、身体症状として「起立性調節障害」を発症しました。母親は病気に対する

理解を示さず精神的な追い込みを継続しました。父親は相談者の心情に理解を示し、情緒

的な支えとしては機能するものの、母親の言動を静止するまでには至らず、「傍観的な味

方」という立ち位置が相談者の孤立を深めていきました。 

【たかラッコクラブから】 

相談者の思いを聴き取る中で、相談者は現状を打破しようとする強い意志を持ってい

ることが分かりました。相談者は辛い環境下にありながらも、自己客観視能力を失わず

「大学進学を機に家を出て自立する」という具体的かつ現実的な自立目標を持っている

ことも話してくれました。最優先課題が母親との物理的・心理的距離の確保であることか

ら、大学進学に関しては自宅外通学を前提とした進路選択が必要不可欠となること、父親

を通じた経済的支援の確約を受けるよう働きかけていくこと、種々の奨学金制度の活用

について情報提供しました。相談者が勇気を出して来室相談に来てくれたことを褒め、現

状を打破しようとする具体的な思いを言葉にしてくれたことを高く評価しました。 

 

 

事例をふりかえって 

一人の若者が、親の支配を脱して「自分の人生」を取り戻す自立のプロセスであり、単な

る「親子の不仲」というものではありませんでした。母親から否定されながらも「自分を大

切にする本能」や「知性」が壊れずに、子どもの権利サポート委員会に来室できたというこ

とは、自分の人生をしっかり歩こうとする、強い自立心の表れでした。大学進学による物理

的な分離は相談者にとっての「解放」を意味しますが、相談者が過去の呪縛から解放され、

自分の体調や感情を誰にも否定されない、安全な環境を得ることができるよう、今後も引き

続き相談者の思いに寄り添い、また、必要に応じて福祉制度の活用などのバックアップを継

続していく務めがあると考えています。 



23 

 

第 2 章 広報・啓発活動 

1 広報・啓発活動一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組内容 対象 時期 方法 備考

ダイヤルカード配布
市内の小・中・高等学校 （公・私

立・県立）・特別支援学校（計47
校）に通う子ども

5月 学校を通じて市内在校全児童生徒に配布 25,500枚 配布

サポート委員会だよりの発行
小・中（第31号）高（第21
号）

市内の小・中・高等学校 （公・私

立・県立）・特別支援学校（計47

校）に通う子ども
5月 学校を通じて市内在校全児童生徒に配布 25,500枚 配布

マスコットキャラクター募集 武庫川女子大学の学生
4月～
5月

子どもの権利サポート委員会の愛称「たかラッコ

クラブ」のイメージにあったマスコットキャラク
ターを、包括連携協定先の武庫川女子大学に依頼

し、学生から募集、４点の募集があり子どもたち

の投票により決定

出前講座 児童館職員 6月
子ども家庭支援センターより依頼を受け、「子ど

もの権利」に関する出前講座を実施

研修講師（教育委員会主催夏
季パワーアップ研修）

市内小中学校教職員 7月
教育委員会主催の市内小中学校教職員を対象に

「子どもの権利」と「子ども審判」に関する講義
を実施

地域イベントでの啓発 小学生 7月

フレミラ宝塚主催の世代間交流イベント（BEフ

レミラ）において子ども向けの人権ビンゴや、サ

ポート委員会の紹介、リーフレットやダイヤル
カードを配布

活動報告会 一般公開 8月

8月9日（土）に令和6年度子どもの権利サポー
ト委員会活動報告会「いきる 学ぶ ひろげる

子どもの権利」を実施

弁護士の曽我智史氏の講演、マスコットキャラク
ターを発表

リーフレット配布
市内の小・中・高等学校 （公・私

立・県立）・特別支援学校（計47
校）に通う子ども

9月 学校を通じて市内在校全児童生徒に配布 25,500枚 配布

サポート委員会だよりの発行
小・中（第32号）　高（第22
号）

市内の小・中・高等学校 （公・私

立・県立）・特別支援学校（計47
校）に通う子ども

9月 学校を通じて市内在校全児童生徒に配布 25,500枚 配布

地域イベントでの啓発 子ども 10月

民生委員・児童委員連合会が主催する（こどもま
んなかフェスタ）において子ども向けのカード遊

びや、サポート委員会の紹介を兼ねたクイズなど

を掲示

フレミラ宝塚での啓発 子ども 10月

わっしょいフレミラ秋まつりにおいて子ども向け
のカード遊びを実施し、啓発グッズを景品として

配布

啓発グッ ズの 配布 （ク リア
ファイル）

市内の公・私立小学校・特別支援学

校（計27校）に通う小学1年生・3
年生の子ども

1月 学校を通じて対象児童生徒に配布
マスコットキャラク
ターを活用し大幅にリ
ニューアル

お手紙フォームの配布
市内の公・私立小学校・特別支援学

校（計27校）に通う小学1年生・3
年生の子ども

1月
学校を通じて児童生徒に配布（クリアファ
イルに挟み込んで対象児童に配布）

マスコットキャラク
ターを活用し大幅にリ
ニューアル

啓発グッズの配布（赤ボール
ペン）

市内の公・私立小・中学校（計40

校）に通う小学6年生及び中学3年
生の子ども

1月 学校を通じて対象児童生徒に配布

サポート委員会だよりの発行
小・中（第33号）

市内の公・私立小・中学校・特別支

援学校（計41校）に通う子ども
1月 学校を通じて市内在校全児童生徒に配布 21,000枚配布

サポート委員会ポスターの掲
示

市内の高等学校（計6校）に通う子

ども
1月 学校内への掲示を依頼 新たな試み

リーフレット、ダイヤルカー
ドを公共施設に設置

施設利用者 ２月
市内の児童館、子ども館、図書館、公民
館、人権文化センターへ設置

掲示ボード作成

お手紙フォームを公共施設に
設置

施設利用者 ２月
市内の児童館、子ども館、図書館、公民
館、人権文化センターへ設置

掲示ボード作成

宝塚市大型児童センター運営
委員会委員

令和7年度宝塚市大型児童セン
ター運営委員会

通年
大型児童センター運営委員会より依頼を受
け、サポート委員会より1名の委員を派遣

運営委員会は年に３回実施

広報紙へ掲載 一般公開 年中 広報紙へ掲載（相談窓口一覧）

ＨＰ掲載 一般公開 年中
随時情報を更新（子どもの権利サポート委
員会について）

Facebook 一般公開 年中
随時情報を更新（子どもの権利サポート委
員会について）

２０１７年４月から開始
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2 配布物  

◆周知用ダイヤルカード 

 

（小学生への配布 ・ 公共機関設置） 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学生・高校生への配布） 
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◆周知用リーフレット 
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◆啓発グッズ 

 

小学１年生、小学３年生 クリアファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学６年生、中学３年生 赤ボールペン 
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◆お手紙フォーム 

 

 クリアファイルにはさんで配布しました。 

 図書館や公民館、児童館、人権文化センターなどの公共施設にも設置していま

す。 
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◆子どもの権利サポート委員会だより 
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3 活動報告会  

◇令和 6 年度 活動報告会 

 日時：令和 7 年 8 月 9 日（土） 

  場所：フレミラ宝塚 3 階 大会議室 

 

第 1 部：宝塚市子どもの権利サポート委員会「たかラッコクラブ」の活動報告 

第 2 部：講演 

『子どもの権利が保障される地域を目指して part2』 

 ～あなたも、わたしも、子どもアドボカシー～ 

講師：曽我 智史 氏（弁護士/社会福祉士） 
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4 啓発活動 

◇子どもの権利サポート委員会の愛称（たかラッコクラブ）にぴったりのマ

スコットキャラクターが誕生しました。 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  キャラクターは武庫川女子大学の学生に考えていただきました。 

  キャラクターを活用して、子どもたちに「たかラッコクラブ」をより身近

なものとして知ってもらえるよう周知していきます。 

 

 

◇広報番組「知ってよ！宝塚」平成 29 年 12 月 掲載 

Youtube にて動画アップ中 

  

 

「知ってよ！宝塚「子どもの権利サポート委員会」 

動画 Youtube 二次元コード 

 

 

 

すや らく 



 

40 

 

 

（おわりに）  

1 年間をふりかえって 

令和６年９月に、宝塚市子どもの権利サポート委員会の委員を拝命しました松尾と

申します。早くも２年ほどたちました。私は、兵庫県弁護士会の子どもの権利委員会に

所属しており、少年事件の付添人やいじめ調査委員の外部委員等もしています。弁護

士会に依頼のあった中学校に、いじめの防止授業で出向くこともあります。就任した令

和６年度は、宝塚市子どもの権利サポート委員会設立１０周年の節目の年度ということ

で、同委員会の愛称を募集しました。非常に多くの応募をいただいて、投票により選ば

れた「たかラッコクラブ」の愛称も、今では少しは定着したのではないかと思います。引

き続き、更に前進して活動していけたらと思います。 

 

私は保護司もしており、保護観察を受け持っています。また、人権擁護委員として、人

権相談も担当しています。他には、民生委員・児童委員の方と一緒に「一緒にプロジェ

クト」という名前で地域食堂もやっています。地域食堂では、子どもたちだけでなく、地

域の方たちに喜んでもらえるイベントにも取り組んでいます。地域食堂は、毎月第４土

曜日に東公民館で開催しています。その場所でも、子どもの権利サポート委員会のパ

ンフレットを置いてもらっています。パンフレットを置いたからといって、すぐに相談がある

わけではないと思いますが、地域で地道に活動をして、少しでもこの委員会の存在を

認知してもらえたらいいなと思います。 

 

本業が弁護士なので、相談業務の経験は豊富ですが、相談内容や求められている

ことが少し違うので、なかなか慣れません。法律的な観点からも話を聞きますが、弁護

士業務とは異なり、できるだけ寄り添って聞こうと心がけています。（もちろん、弁護士業

務の際に寄り添っていないということではありません。念のため。弁護士として法律相

談を受ける時は、法的にどのような構成が成り立ちうるのかという視点で聞くことが多

いです。）弁護士としての経験とこの委員会での経験が、相互に役に立てばいいなと思

っています。 

 

実は、私の所属している兵庫県弁護士会でも、子どもの権利についての相談を受け

ています。これに対して、宝塚市子どもの権利サポート委員会では、弁護士だけではな

く、社会福祉士等他の有資格者もおり、弁護士の相談というよりは、子どもに関する専

門家の相談窓口として、多角的な視点から相談を受けることができていると思います。

私自身も他の委員の方と一緒に相談を受け、非常に勉強になった経験が何度もありま

した。相談を受けて、その後、委員会で議論をし、方向性を検討する過程で色々な考え
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を知ることはとても有意義でした。一方で、委員の人たちは、私もそうですが、他に仕事

を持っており、どうしても機動性に欠けるのは今後の課題かもしれません。 

 

 子どもに関する問題は多岐にわたり、また、この方法を取ったら必ず解決するといっ

た単純な問題でもありません。私たち宝塚市子どもの権利サポート委員会の委員と相

談員は、相談内容について話し合い、色々な意見を出し合い解決するために頑張って

います。 

 

宝塚市子どもの権利サポート委員会が、子どもに関する問題の解決の一助になれ

ば幸いです。 

 

 

 

 

                          宝塚市子どもの権利サポート委員会委員 松尾 隆寛 
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                    サポート委員一年目をふりかえって 

昨年６月から委員を拝命しました羽下飛鳥（はげ あすか）です。初対面の方からは

大体「流石に『はげ』はないだろう」と思われるため、「はげです」「え？（聴き間違い？）」

「はげです」「え？（まさかね？）」「いえ、はげです」「へえ（まじかー・・）、変わったお名

前ですねえ」というやりとりを昔から繰り返してきました。ちなみに（ ）内は非言語情報

から私が妄想的に聴いている相手のこころの声です。幼少期は「名字で『はげ』っ

て！？・・」と天を仰いでいましたが、もともとは地名のようです。「もっと別の読み方にす

る方策もあっただろうに」と先祖に一言モノ申したい気持ちもあります。ただ、珍しさゆ

えに覚えてもらいやすいというメリットはあります。一方、東北の方には同じ漢字で「はが」

と読む一族もいるようで、親戚かもしれないと親族が言っていたような言ってなかったよ

うな・・。 

 

さて、私は現在、大学教員としての勤務を主軸にし、公認心理師・臨床心理士として

様々な臨床現場でも仕事をいただき、主に児童期～青年期の人たちと関わっています。

その人たちとの関わりの中で感じることは、彼らが「どこかにある唯一の正解」を探して

いる、ということです。そしてできればその正解を「コスパよく」手に入れたいし、誰かに

教えてほしい、と思っているようにも感じます。「愛されるメイク」「選ばれる外見」「あな

たに合った進路」などの「正解があるかのような」言葉が SNS には溢れていますが、そ

れはどこか、実体のない「青い鳥」を追いかけているようでもあります。 

 

そうした「正解」を求める風潮は、令和を生きるこどもや若者たちにとって、切実なサ

バイバル戦略なのかもしれません。失敗が許されないように思える社会の中で、傷つか

ないための防具として「正解」を欲してしまう気持ちは、我々大人が作ってきた社会を

彼らが素直に受け取った結果ともいえます。   

 

こうしてこどもたちは、誰かが決めた「唯一の正解」に自分を当てはめようと格闘しま

す。しかし、否定されるのを恐れるあまり、周囲の友達や大人ではなく「チャッピー

（ChatGPT のことを子どもたちはこう呼びます）」といった生成 AI に心の拠り所を求

めるようにもなっています。これは本質的な解決にならないばかりか、海外では生成 AI

に傾倒した少年が結果として命を絶つという痛ましい事件も起こってしまいました。この

ことからわかるのは、今こどもたちが生きている環境は、一見便利で豊かであるものの、

自分自身の「声」を最も見失いやすい条件が整っているということです。 

 

この自分自身の「声」は、「人権」と言い換えられるのではないでしょうか。人権と聞
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くと、なんとなく教科書的で、歴史的な「差別」の問題とセットで教えられることも多いた

め、「差別はダメ」「人権は尊重するもの」という“お決まりの正解”として捉えられがち

です。ですが、人権の本質とは、もっとシンプルに「自分の人生を自分で決めていい」と

いうことのはずです。 

 

SNS にあふれる「幻の正解」は、時にこどもたちから「自分らしく試行錯誤する自由」

を奪います。周囲の顔色を窺い、社会の型にはまろうと必死になっているこどもたちの

姿は、健気であると同時に、どこか息苦しそうに私の目には映ります。「こどもの人権サ

ポート」は、そうしたこどもたちの中に眠る自分自身の「声」を再発見し、安全な形で外

に出していけるよう伴走することだと考えています。それは「唯一の正解」のような分か

りやすさは持ち得ませんが、確かに自分で掴み取ったという実感となり、その子のこれ

からの人生を支える力になってくれるのではないでしょうか。 

 

 

 

宝塚市子どもの権利サポート委員会委員  羽下 飛鳥 
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子どもたちの声に寄り添うために 
ー今年度の活動を通して感じたことー 

 

今年度も、子どもからのさまざまな声に耳を傾けて相談活動を行ってきました。子ど

もたちの話す内容は、学校や家庭での困りごと、自分自身の気持ちの整理など多岐に

わたります。その中には、はっきりとした「悩み」として語られるものもあれば、うまく言葉

にできずモヤモヤや不安として表現されるものもありました。 

 

相談を受ける中で改めて感じたのは、「安心して話せる場所」の大切さです。否定さ

れることなく自分の思いや考えを受け止めてもらう経験は、子どもが自分自身を大切に

思う自己肯定感や次のステップを考える力につながっていきます。私たち相談員の役

割は、子どもが自分の気持ちを整理し、答えを見つけていく過程に寄り添うことにある

と考えています。 

 

また今年度は、相談対応だけでなく、子どもの権利や相談窓口の存在を知ってもらう

ための周知・啓発活動にも取り組みました。実際には、お手紙フォームを改定し、リーフ

レットとともに児童館へ配布しました。「困ったときに相談してよい場所がある」と子ども

自身や周囲の大人に知ってもらうことは、子どもの声が守られる環境づくりにつながる

大切な取組であると感じました。 

 

これからも、子どもの最善の利益を大切にする視点を持ちながら、一つ一つの声を

受け止め、安心して相談することができる存在であり続けたいと思います。子どもの声

に耳を傾けることが、子どもの権利を守ることにつながる。その思いを胸に今後も活動

を続けたいと思います。 

 

 

 

子どもの権利サポート委員会「たかラッコクラブ」相談員 
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「子どもの最善の利益」を考える現場から 

 
 

日々の相談の中で私は「子どもの最善の利益」という言葉を大切にしています。それ
は、決して大人が「これが正解だよ」と道を決めることではありません。子ども自身が心
の奥にある本当の気持ちを安心して言葉にでき、それを周りが受け止めること。その地
続きに子どもが安心できる瞬間、ホッとする幸せがあるのだと感じています。 
 
言葉にすることで心に「余白」が生まれる 

子どもにとって悩みを誰かに話すことはとても勇気がいることです。 
「怒られるかも」「否定されるかも」「心配をかけるかも」・・・そんな不安を抱える時に 

「言葉」を使ってくれたらと思います。気持ちを「言葉」にして心から外に出すと心の中
に少しだけ「余白」、ゆとりが生まれます。その空いた場所にまた新しい楽しいワクワク
や優しい気持ちが入り込んでくれたらいいなと思います。 
 
・自分を知る一歩･･･支離滅裂でも言葉にならない声でも外に出すことで自分の気持

ちを整理し自分を大切にする力が育まれます。 
 
・「一人じゃない」という心のつながり･･･誰かが耳を傾けてくれるという経験は「困った

ときは助けを求めていいんだ」というお守りのような安心感になります。 
 
相談員として大切にしたいこと 

私たち大人の役割はすぐに問題を解決すること以上に子どもが「話して良か
った」と思える瞬間を一つ一つ積み重ねることです。子どものつぶやきに耳を傾
け「あなたの感じていることはとても大切なことなんだよ」と伝える。どんな小
さな悩みも子どもにとっては大きな世界の話です。勇気を出して伝えてくれた
言葉を大切に受け止めたいと思います。子どもの心がいつも新しい「楽しい」に
なるように。相談の扉を開く小さな勇気を持った子どもに寄り添うことができ
るようこれからも相談員として励みたいと思います。 
 

 

 
  子どもの権利サポート委員会「たかラッコクラブ」相談員 

 
 

 

 



 

46 

 

令和７年度を振り返って 

 

２０２５年は５５年ぶりに大阪で大阪・関西万博があり、各国の文化や科学の最先端
を見ることができました。科学技術の進歩は目覚ましいものがあります。 

最近は、タイパ（タイムパフォーマンス）やコスパ（コストパフォーマンス）などの言葉
があるように、いかに時間や費用を有効に活用するかに力点が置かれる生活です。 

 
５５年前にはなかった、メールや LINE、SNS など新しいコミュニケーションの道具が

普及し、いつでも誰とでも連絡がとれるようになり、便利になった反面、SNS の中での
いじめや、犯罪など、これまでにはない問題が生じています。 

相手の顔を見ない画面越しの言葉では、お互いに誤解が生じることも多いと思いま
す。実際に顔を見て、言葉を聞いてなら、顔色、表情、しぐさ、言葉の抑揚、間の取り方な
ど、言葉以外からも伝わることがたくさんあります。 

 
私たち相談員は、子どもからの言葉以外の声にならない声も大切にしています。 

子どもにとって、誰かに自分のことを話すのは、大変勇気がいることでしょう。そのハー
ドルが低くなればと思います。 

子どもの思いを大切にして、声にならない声を聴き、少しでも子どもがリラックスして
話せる場を作っていきたいです。 

こちらから解決方法を提示するのではなく、子どもの声に寄り添い、その思いを整理
しながら、どのようにしたら、その子が少しでも自分らしくいられるかを一緒に考えてい
きたいと思います。 

 
子どもはみんな、子どもの権利を持っています。子どもたちが、子どもの権利を持って

いることを知り、ありのままの自分を大切にできるようになればと思います。相談員とし
て、その一助となれるよう、これからも努力していきたいです。 

 

 

 

 

子どもの権利サポート委員会「たかラッコクラブ」相談員 
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＜参考資料＞◆子どもの権利サポート委員会の制度◆ 

Ⅰ 子どもの権利サポート委員会とは 

１ 事業内容 

 個々の子どもに寄り添う個別救済制度としては、出来るだけ「簡易・迅速な

制度」であることが求められることから、1つの案件に対して1人の子どもの

権利サポート委員が進行管理を担当する独任制で、また、勧告、公表などの決

定をする際には子どもの権利サポート委員会として合議制で運用しています。 

２ 対象者 

子どもに係る権利侵害についての相談は誰でもできるものとし、救済申立て

については当事者である子ども又はその保護者からできることとしています。 

※子どもの定義…市内在住、在勤、在学及び市内にある学校等に通学等してい

る子ども（１８歳未満）及びそれに準ずる１９歳までの者 

３ 相談体制（令和８年３月末現在）※任期は１期２年間となっています。 

（委    員）3 人  吉田 祐一郎（大学准教授：社会福祉士） 

（任期 令和 6 年（2024 年）9 月 1 日から 

                 令和 8 年（2026 年）8 月 31 日まで）  

     松尾 隆寛（弁護士） 

（任期 令和 6 年（2024 年）9 月 1 日から 

                 令和 8 年（2026 年）8 月 31 日まで） 

            羽下 飛鳥（臨床心理士：公認心理師） 

（任期 令和 7 年（2025 年）6 月 1 日から 

                 令和 9 年（2027 年）5 月 31 日まで）      

  （相 談 員）３人（会計年度任用職員） 

  （事務局職員）1 人（子ども政策課職員） 

（受付時間）月曜～金曜 13：00～19：00、 

土曜及び第 1･3 火曜 10：00～17：00 

（年末年始、日・祝日は休み） 

 （受付方法）電話 0120-931-170、来所、インターネット、手紙 

（場  所）宝塚市売布東の町 12-8 フレミラ宝塚 2 階 

       （最寄り駅：阪急売布神社駅 または 阪急中山観音駅） 

４ 位置づけ 

 子どもの権利サポート委員会は、行政機関からの独立性が確保され、子ど 

もの権利救済を図るため、第三者的に子どもに寄り添う専門機関です。同委 

員会は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１３８条の４第３項の規 

定に基づく市長の附属機関として設置されました。なお、市長の附属機関で 

すが、子どもの権利サポート委員会が子どもの権利救済を簡易かつ迅速に活 

動し、子どもの最善の利益を具体的に実現していくために「子どもの権利サ 
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ポート委員会条例」で必要な権限が付与されています。 

  また、条例に基づき子どもの権利擁護及び権利侵害の防止等のことにつ 

いて必要があると判断した場合など市長に対して意見することもできます。 

 

5 相談・救済の流れ 

（１）相談方法 

・電話相談 フリーダイヤル（0120-931
きゅ-さい

-170
い-なまる

）で受けています。 

・来所相談 フレミラ宝塚２階子どもの権利サポート委員会に直接来ていた

だき相談を受けています。 

・手紙相談 お手紙フォームや便箋で届いたお手紙での相談を受けています。 

・インターネット受付 市ＨＰの相談受付フォームで受付し、折り返しお電

話で対応します。 

   

（２）相談できる人 

 子どもの権利救済に関することはどなたでも相談できます。  

 

（3）相談・救済の流れ 

・最初に相談員がお話をお聴きします。じっくり傾聴し、一緒に考えていき

ます。相談者が自力でできることに気づいたり、納得することで、相談を終

えるケースもあります。 

相談者には、悩み事があれば、いつでも、何度でもお話を聴かせてほしい

とお伝えし、今後も一緒に考えていく姿勢でお話をお聴きします。 

 

・相談内容を相談員と子どもの権利サポート委員で共有します。委員は相談

員に相談者の意向に寄り添った支援への助言を行い、必要に応じて直接相談

者との面談や調整活動等を行います。 

 

・子どもの権利サポート委員は、子どもが希望する場合は、問題に関わる人々

や関係機関に対して、子どもの気持ちや意見を代弁します。子ども自身のた

めに、関係機関の協力を得て、働きかけ、調整活動を行います。 

 

・当事者等からの申立てにより、必要に応じて調査を実施し、改善の要望や

意見表明などを行います。 
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申立て 

※権利侵害を受けたと思われる子、その保護者から

申立てができます。 

調査・調整 

(調整方法について協議) 

委員による 

自己発意 

 

調査・調整内容を相談者へ報告 

通知 

審 査 

一緒に考える 

 まずは、相談員とともに一緒に考えます。 

  

終 結  関係機関等により継続した支援がなされるよう、子どもの権利サポート委員会が状況確認 

をすることによる見守り支援を行います。 

相談  

（対象）市内在住・在勤（18 歳未満）、在学等（19 歳まで）の子どもの権利侵害に関すること 

※どなたからでも相談はできます。 

勧告（行為を是正するもの） 

要請 

市の機関 

民間子ども施設等 

調整  

必要に応じて関係機関等へ調整を行います。このときも、子ども自身のお話しを聴いて

調整活動を行います。 

公表（ケース事案について必要に応じて公表する） 

意見表明（制度改善を是正するもの） 
報告 

報告 

通知 

子どもの権利サポート委員会相談・救済の流れ （図） 

※委員による助言を受けています。 
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Ⅱ 子どもの権利サポート委員会設置経緯 

 

１ 子どもの人権擁護の第三者委員会の設置 

「いじめ及び体罰に係る子どもの人権擁護委員」制度を要綱施行（平成 25 年（2013 年）5 月 1 日） 

社会問題化しているいじめや体罰という子どもへの人権侵害に対して、第

三者委員を通して子どもの人権を守ることを目的とし、いじめ及び体罰に係

る子どもの人権擁護委員を設置し、平成２５年５月に「いじめ・体罰専門相

談窓口」が開設されました。 

 

2 宝塚市子ども審議会での審議 

   並行して、宝塚市子ども審議会（以下、「子ども審議会」という。）では、

平成 25 年(２０１３年)7 月 2 日に宝塚市長から「子どもの人権擁護のあ

り方について」諮問を受け、小委員会を立ち上げ、平成 26 年（2014 年）

3 月までに小委員会 8 回、全体会 4 回（子どもの人権擁護のあり方を審議

したもののみ）の会議を開催し、各委員により積極的な議論が交わされ、審

議の結果、条例案を示し、条例化が必要であると答申されました。                             

 

（１）子どもの権利に関する意識調査 

平成 25 年(2013 年)8 月、「子どもの人権擁護のあり方について」の審

議の参考として、子どもたちの声を聴くため、アンケート調査が行われ、そ

の結果、子どもの権利を大切に思っている子どもは多く、子どもに寄り添っ

た相談窓口が必要との認識が共有されました。 

また、子どもの相談を受けている相談機関や児童館などの職員にも意識調

査を行い、その結果、子どもの意見を尊重することや、擁護することが求め

られていることを認識されました。 

                            

（２）パブリックコメントの実施 

子ども審議会での「子どもの人権擁護のあり方について」の審議結果を踏

まえ、平成 26 年（2014 年）1 月 31 日～3 月 3 日にパブリックコメン

トが実施され、市民からの意見聴取が行われました。 

さらに、パブリックコメントでの意見について、審議が行われました。 

 

（３）子ども審議会からの答申 

   平成 26 年（2014 年）4 月 7 日「子どもの人権擁護のあり方について」

子ども審議会審議結果の答申が市長に対して行われました。 
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３ 子どもの権利サポート委員会条例制定 

   平成 26 年（2014 年）6 月市議会に提案し、全会一致により可決され、

同年、6 月 30 日に公布されました。条例の運用については、準備期間を経

て、平成 26 年(2014 年)11 月 1 日施行とし、「子どもの権利サポート委

員会」が設置されました。 
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Ⅲ 子どもの権利サポート委員会条例 

○宝塚市子どもの権利サポート委員会条例 

平成26年6月30日 

条例第21号 

(設置) 

第1条 宝塚市子ども条例(平成19年条例第10号)に規定する基本理念に基づき、子どもの権利を不断に擁護し、子どもの最善の利益を

具体的に実現していくため、地方自治法(昭和22年法律第67号)第138条の4第3項の規定に基づく市長の附属機関として、宝塚市子

どもの権利サポート委員会(以下「サポート委員会」という。)を置く。 

 

(定義) 

第2条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

(1) 子ども 次のアからオまでに掲げる者をいう。 

ア 市内に住所を有する18歳未満の者 

イ 市内の事務所又は事業所で働いている18歳未満の者 

ウ 市内に立地する次に掲げる施設に通学し、通所し、若しくは入所し、又は当該施設を利用している18歳未満の者 

(ア) 学校教育法(昭和22年法律第26号)に規定する学校 

(イ) 児童福祉法(昭和22年法律第164号)に規定する児童福祉施設 

エ ウに掲げるもののほか、市内に立地する施設に通学し、通所し、若しくは入所し、又は当該施設を利用している18歳未満の

者 

オ アからエまでに掲げる者に準ずる者で、規則で定めるもの 

(2) 市の機関 市長その他の機関(議会を除く。)をいう。 

(3) 民間子ども施設 第1号ウに掲げる施設又は同号エに規定する施設のうち、市が設置するもの以外のものをいう。 

(4) 市民等 次のアからウまでに掲げるものをいう。 

ア 市内に在住し、在学し、又は在勤する個人 

イ 市内を拠点として活動する団体 

ウ ア又はイに掲げるもののほか、権利侵害を受けたと思う子どもに関係する個人又は団体 

 

(サポート委員会の組織) 

第3条 サポート委員会は、5人以内の宝塚市子どもの権利サポート委員(以下「サポート委員」という。)により組織する。 

2 サポート委員は、人格が優れ、子どもの権利について高い見識と専門性を有する者で、第三者的な独立性を保持し得るもののうちか

ら、市長が委嘱する。 

3 サポート委員の任期は、2年とし、再任を妨げない。ただし、任期は、連続して3期までとする。 

 

(解職) 

第4条 市長は、サポート委員が心身の故障により職務を行うことができないと認められるとき、又はサポート委員として明らかにふさ

わしくない行為があると認められるときを除き、その職を解くことができない。 
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(委員長) 

第5条 サポート委員会に委員長を置き、サポート委員の互選によりこれを定める。 

2 委員長は、サポート委員会を代表し、会務を総理する。 

3 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長の指名するサポート委員がその職務を代理する。 

 

(会議) 

第6条 サポート委員会の会議は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 

2 サポート委員会の会議は、サポート委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

3 サポート委員会の会議の議事は、出席したサポート委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

 

(サポート委員会の所掌事務) 

第7条 サポート委員会は、第1条に規定する目的を達成するため、次に掲げる事務を所掌する。 

(1) 第13条に規定する相談に関すること。 

(2) 第14条から第20条までに規定する子どもの権利救済に関すること。 

(3) 子どもの権利擁護及び権利侵害の防止に関して、必要な提言を市長に対して行うこと。 

(4) 市長の諮問に応じ、子どもの権利擁護及び権利侵害の防止に関して、答申すること。 

 

(サポート委員の責務) 

第8条 サポート委員は、その職務の遂行に当たっては、専ら子どもの最善の利益を考慮し、公的良心の喚起者として、子どもの権利を

擁護し、代弁するよう努めなければならない。 

2 サポート委員は、市の機関、民間子ども施設及び市民等との連携及び協力に努めなければならない。 

3 サポート委員は、その地位を政治的、営利的又は宗教的な目的のために利用してはならない。 

 

(サポート委員の守秘義務) 

第9条 サポート委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とする。 

 

(市の責務) 

第10条 市は、サポート委員会の制度が子どもを含む市民等に有意義に活用されるよう、積極的に広報その他の必要な施策を推進する。 

 

(市の機関の責務) 

第11条 市の機関は、第1条に規定する目的を踏まえ、サポート委員会の職務の遂行に関し、積極的に協力し、及び援助しなければな

らない。 

 

(民間子ども施設及び市民等の責務) 

第12条 民間子ども施設及び市民等は、第1条に規定する目的を理解し、サポート委員会の職務の遂行に関し、積極的に協力し、及び

援助するよう努めなければならない。 
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(相談) 

第13条 何人も、子どもの権利に関係する事項について、サポート委員会に相談をすることができる。 

2 サポート委員会は、前項の相談があったときは、相談者に対して、必要な助言又は支援を行うとともに、必要に応じて当該相談に係

る関係者間の調整を行う。 

 

(権利救済の申立て) 

第14条 権利侵害を受けたと思う子ども又はその保護者は、サポート委員会に対して、権利救済の申立てをすることができる。 

 

(調査の実施) 

第15条 サポート委員会は、前条の申立てを受けたときは、その申立ての内容を審査し、必要があると認めるときは、調査を実施する

ものとする。 

2 サポート委員会は、第13条に規定する相談の内容又は子どもの権利に関する独自に得た情報により必要があると判断したときは、

調査を実施することができる。 

3 サポート委員会は、前2項の調査を実施すべき内容が次の各号のいずれかに該当するときは、当該内容に関する調査を実施しない。 

(1) 議会の権限に属する事項であるとき。 

(2) 裁判係争中の案件であるとき。 

(3) サポート委員の活動及び身分に関するものであるとき。 

(4) 重大な虚偽が含まれているものであるとき。 

(5) 前各号に掲げるもののほか、調査の実施が相当でないことが明らかなものであるとき。 

4 サポート委員会は、調査開始後においても、前項各号のいずれかに該当することが明らかになったときは、調査を中止することがで

きる。 

 

第16条 サポート委員会は、必要があると認めるときは、市の機関に説明等を求め、その保有する関係書類その他の記録を閲覧し、又

はその写しを提出させることができる。 

2 サポート委員会は、必要があると認めるときは、民間子ども施設及び市民等に対し、資料の提出、説明その他の協力を求めることが

できる。 

3 サポート委員会は、特に必要があると認めるときは、専門的又は技術的な事項について、専門機関に対し調査、鑑定、分析等の依頼

をすることができる。この場合において、サポート委員会は、依頼した事項の秘密の保持に関し必要な措置を専門機関に対して講じ

なければならない。 

 

(調査結果の通知及び勧告等の措置) 

第17条 サポート委員会は、前2条の調査の結果を申立人に通知するものとする。 

2 サポート委員会は、前2条の調査の結果に基づいて、市の機関に対し、子どもの権利を侵害する行為の是正等を求める勧告又は子ど

もの権利救済に関する制度改善等を求める意見表明を行うことができる。 

3 サポート委員会は、前2条の調査の結果に基づいて、民間子ども施設及び市民等に対し、必要な対応を促す要請を行うことができる。 

4 サポート委員会は、第2項の勧告若しくは意見表明又は前項の要請を行ったときは、その内容について申立人に通知するものとする。 
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(報告) 

第18条 市の機関は、前条第2項の勧告又は意見表明を受けたときは、適切な対応を図るとともに、サポート委員会に対して必要な報

告を行わなければならない。 

2 民間子ども施設又は市民等は、前条第3項の要請を受けたときは、適切な対応を図るとともに、サポート委員会に対して報告を行う

よう努めるものとする。 

3 サポート委員会は、前2項の報告があったときは、その内容を申立人に通知するものとする。 

 

(公表) 

第19条 サポート委員会は、子どもの最善の利益を図るために必要があると認めるときは、第15条及び第16条の規定に基づく調査の

結果、第17条第2項の勧告若しくは意見表明若しくは同条第3項の要請又は前条第1項若しくは第2項の報告の内容について公表す

ることができる。 

2 前項の規定による公表に際しては、個人情報の保護について、最大限に配慮しなければならない。 

 

(見守り支援) 

第20条 サポート委員会は、第15条から前条までに規定する事務が終了した場合においても、市の機関、民間子ども施設又は市民等

に対して、第15条及び第16条の規定に基づく調査を実施した子ども(以下「当該子ども」という。)の状況の確認を行うことができ

る。 

2 市の機関は、前項の確認を求められたときは、当該子どもの状況の報告を行わなければならない。 

3 民間子ども施設又は市民等は、第1項の確認を求められたときは、当該子どもの状況の報告を行うよう努めるものとする。 

 

(運営状況の報告等) 

第21条 サポート委員会は、この条例の運営状況について、年次ごとに市長に対して報告し、その内容を公表するものとする。 

2 サポート委員会は、子どもの権利擁護及び権利侵害の防止に関して、第7条第3号の提言を行ったときは、その内容について公表す

るものとする。 

3 前2項の規定による公表に際しては、個人情報の保護について、最大限に配慮しなければならない。 

 

(相談員) 

第22条 サポート委員会の下でその職務を補佐するため、子どもの権利サポート相談員を置く。 

 

(委任) 

第23条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

 

附 則 

この条例は、平成26年11月1日から施行する。 

 

 



 

 

        

宝塚市子どもの権利サポート委員会 

 

 

〒665-0867 宝塚市売布東の町 12 番 8 号 

           フレミラ宝塚２階 

   

 

 

 

 

 

 

 

阪急電鉄売布神社駅または中山観音駅から歩いて１０分 

阪急バス福祉コミュニティプラザ前下車すぐ  

        

             ＴＥＬ 0797-91-2001（事務局） 

                  FAX  0797-91-2039 

 

        相談専用電話 0120
ふりーだいやる

-931
きゅーさい

-170
いーなまる

 

     相談時間 月曜～金曜：13 時～19 時 

            土曜、第 1・3 火曜：10 時～17 時 

           （日・祝日・年末年始はお休み）  

 


